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木研究を行うに当って武居教授の御指苛と御鞭確を ,

貼った市を厚く感謝するo叉研究班の一部は文部省科

学研光矧 こ喋ったものであり認諾.'を夫するo

Resume

Wc hvcreported on theprevious paper

thatI】ZICanditsrelatedcomp,oundswereeasil_y,I

andquantitativcly･decomposedbyzincdustin

thepresenceofwaterlandbenze丘ewasprqduT一
ccdfrom B‖C and m(1nOChlorobenzeneーfrom

heptachlorocyclohexatle(Hepta)･Weapplythis

reactiontodeterminationofHeptaintechni一
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reactioT7,5cchydrogezゴchlorideand15ccwater

arcadded･tothe且askand distillthereac-

tionprodり占tgentlybytheでpparatus(position-

II)･Afterdistillation･co車 is烏 shedand･

measurethe.volumeofdistiilate･､Thedistillate

isdehydratedbycalciumchlorideinasmall.

sampletube■･a71d measGre itsrefractivc in-

dexale9J)｡byAbbe,srefraや meter･andbyuse
｡fthe甲pCrim占ntale.qlふioh'deri,,乍dfromthe

やVO'rking Curveofkno'wn.sample,.､vec-ande-

terminetheContentofHeptain･thetechnical

eatllIIC. 書 BHC.

4goftechnicalBHCyvhichiscrushedfinely ､̀

tismixedlもellwith20gzincpowderir" morl.･

t.wJ.1･lCCWaterisadded tothismiⅩturein

lOUccroundb/ottoni飴sk-dfthe_apparattlS

,(l'OSitionI) ;hd､vn in'/Fig.I.I.Walrm this

flaskat50ofor301hlins.alldthenheatat80ofor･

60minj･inaw左t占rbath･A-fterthecnd of

wedetermine~､Heptabftheseveralsamplesl
oftechnical13HCandpuriGcdBHCやythisI●
method.ItisfoundthatthecontentofHcpta

tis1,TLrgerinthe.technicalBHCsynthcsizcdin

-the･'.presence Pf alkaline/catalystthan of

light/

I I )
ComparisonofthoIToxicity?∫♪,9'-DDTanditsSev'eralAtlalogtleStOPnpaeof

theCommonIIotl占eHosquito(Cがcx♪ipiePsvar･patZensPoqtlillett)/Stlldiesonthe

BiologicalA苧SayOflnsecticides･ⅩVIII･SumioN 0̂本Aŵ andMasaシukiヽiAbmiT
くTakei..Laboratory,Institute:fムiche.血ical-Research,KyotoUniv占fsity･Takattsuki,

phsaka).･耳eceive.dN9V.犯 1951.Bo,ylトKagahu16.1861190,1931;(withEn_g)ishRisu-

mu 90)･ ):. ''
由.､ァヵィェヵの蛸にたいする P,P′-DDTおよびそり近縁化合物 9,3.0毒力の比扱

殺虫剤の生物試験にかんする研究0第18#O長沢純夫 ･和 昌之.,(京琴大学化学研究rT残
月W.究宣こ) 26,ll,26受理｡

Ⅰ･緒. 一百 ･

ここW･ff･のあいだとなしとげられた DDT とその

近扱化食物の碍力にかんする生物学的研究は.すでに

もゝなりの教書羊亘ぼっているが,その結果は,位棚珍態

の'frRt.供託昆虫の垣執 また実験時の環境条件など ,

に文配されてかならずLもおなじような幌向をしめし一

七はいない｡雄藩らが,今回ここにのぺようとすると

ころは卵 ,-DDT およびそ殖 財 ヒ合物の詔力走ア
カイエ.*の輔をもちいて比較実験した結果から,.実験 ノ

材料.方法ともに満足すべきものと列還された部分を .

とりあげてしめしたものでみるO-実験はさきに長沢1?)

がしるした方法にしたがらておこなわれたもので,

拙皮 (X) と致死率 /(Y) の関係をもとめるにあた_

って時間 (Z) はまうたく考慮されることなく,】致 .

夢捗 の判定が可能な限界までrlづけられた.すなわち .＼＼

(x-Y)2-'の の膨があ串えられるものでこのこ.tか

ら;仰 らのえた結果は今T3までの知見とは若干ことな

-I),′DDTがかならずLも最大の巧カをもっている声

18I6 1

I

はいいえないことをしりえた.

･本文に!まいるにさ草だち,いろいろ仰 旨塀と糾竣助

をいただいた大野稔描士と,数1'Gの計罪にむ-JJせりれ

た柴D]砂凹手矧こ況甚?謝意を表する次筋であるムな
おこの研究は文部省科学研究茂の一部によっておこな

われたものである｡航 して-細 を凱 た､l･o･ .ド

II 穿験 材料

(1) 供試粟札 本矧こおt.て胡瞥ナ声9･♪'-DpT
とその近株化合物は,.第.1式にしめナ4物Hであるが. ＼

筆者らの実験にもちいた試料の製法にづて･てはすでに ノ

雑著の-一人浜田718)▲によって本誌上にしるされている

からそれを参照されたい｡. ′∫

･これらの位mに.さい.Lてi羊.toxicant2,'xyl?リ 2,

sulphokatedoil6｡地 方にしたがって10%の乳剤

とLたbなおここで Ⅹylolは沸点 137-1400の部分

のもので,■S中 honated●oilは扱圧伽 の方法によ
り相当程度取水構製したものである｡/

･(2) 庚試昆虫.高槻市内の排水静から採如してき
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Tnl)]c1.♪,I)I-DT)Tanditsanalo節Iestested.

CllCmicLllname I Formula l′ m p

l'1-his(t'-chlorophclIyl)12,等,2-trichlorccthane
(♪,i)′-DT)T) ､

】,1-his(♪-mcthylphenyl)-2,2,2-trichlorLoelh.ln.e
(♪,〟-dimetllyl-DT)

1,1･I,is(♪-cthoxyphenyl)12,2,2-tric,hlor.oethane
(♪iP'Jicthox.y-DT) '

･1,1-his(L･-chlorophenyl)-2,2-di占hloroeihanc .

(タ,♪′-DDD) ■

/

107.5-1080

87 ･-880

_102.5～1040 ,

107.5～108.50

ilahlct2.D｡sage･X(ppm)-mortLl)･tyY(形)tablesfor♪,〟-DDTanditsanalo'gue;appl-'･､

ledinwateremulsions′iopupaeofthecorn.Tonhou主emosquito(Culexががensvat;PaLtem

coquillctt)bythepbtridishmethodofNagasa､Ja.'O, ′

Dilutiot1 :.Dosage 二.Nilmt)erof タ,〆-DDT i),Pp′- . ♪;〆 て.

L2300- 14001.0 ･100 ∫ .100. 100 100

5000 ■' .2000.0. -.100 !治.1 97. 99 -
'.~7500 -13j3.3.◆一 100 ._■62､■ 74 85 ,㌔

-15000J. ･666.67 100 ' ,I.8'' ●17 ･:i5
･..20000 .. ㌔.500.00_ '､100 . ･ー＼ .4~ ･6 27
30010r: 333.33. 二.､100 ~...1'p :2- 9

-.40000. ･250.00 _:10CI' lO. ,lot .8∴

たアカイエカの幼虫の,,宍放三内で,実験開始前的20

時間以内に姉化じたものをもちいたO供試虫態の辞等研.

採収の方法Et号/g)理由については.さきに長打o'に'よ

ってしるされている｡'

､ ⅠⅠⅠ 異 験 方 法 一

農 芸;m･諾 …4;mt冒,y三;uv:宗芸書芸警1謡

.t.tれ,成虫教化の有無により,生死の別を記録した｡

すなわち繁盛致死琴曲晩 ま-(X-Y)Zゴ- の形をとE),

｣ 寺rul子は生死判別の徴候のあらわれまで無限大にと

ったものである｡L実験は1稀釈溶液について10鹿 をく.

りかえし,こ亘 つq)堪剤について2組の対蜘 澗 隅を

もって敷設隅の弧蛇をえらんだ｡.なお無処理対照区と/
して20区の和食200匹につい七あわせてその!l三死を靭

黙した.'本実験は昭如 岬8)113日よ'L)m にtiたる

6E3問においておこな?たもので,突放時の水温は･

280土loであったp ･く

LIV 実 験 結 果 ･.

_希乳剤の稀釈f･;;･申 (V),(I/V-X("桝)巧並)二と致

.死申Y(%)との関係を炎読する,と約2炎のごとくであ

る｡なお無処理棚Ei区にIよける雛死率は0お であった｡

耶2炎の鞘放1X をそゐ対数 xr=,致癖 Yを

こコ

タ,〟-ODD ､

一〇〇
00
oO
O7
92
81
60
47
25
1

1
1
1
･

probityにおきかえて,nlissl)の塀正丑死琴曲映

一次変換の計許方状を泊mL.その図m方程式

y-一夕+a.(x-罪)

をもと軌 あわせてこれと那 帖 との問の適合性にか

･んする 2号託的なおこなった結果を尖示すると,節 ､3

式のごとぐCtある;L･,L･'･DDD をのぞく他の3乳剤

については,その回帰紋が1.たつの部分にわけてかん

.がえられた｡,x2由験O.･P,D 掛 ま各市剤また年回府

税ともいづれも 0.05-3:I)大きく..,観測値七回惜直税

-ほ抽出誤差の托田内で_一致㌧くいるとみなしうる｡こ

こで xT.は襲量の対数の加現車均.5;ほ▲pro.bitに串
きかえた致死率の加市平均で同和悦の positionをあ

らわす郎数, bは阿招班の slopeをあらわす位数で

ある｡

rV 考 頼

まづ大沢･-･長沢1.)の方法をtれに酒田して,L',i'-

'DDT にたいする i,,L･'Jimethy主IP T と P,L･'JiJ-

ethoxy.-PT:.の毒力を比較するため ♪-yT一畠:とも､.iii:コ

て茄3表にしめし真回 帰方程式 中の高埼 変範 囲にわた

る Ir式 をJ' ･I: i､ .､,.

､ ♪ゴ旦 (x-m)-1.
0

のかたちにか きか え る と,.それ ぞ元っぎの よ′弓にな る｡

187.
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_Table3･Summaryofdataofexp,erimentsforthetoxicityofJ･,P'-DDTanditsarlal0-/
guesappliedin'wateremulsionstopupaeofthecommonhollSemOSquitoくCutexpipicns

Pay.L･alteが Coquillett)h-ythepetridist!methodofNagasaWa .10)

~of.... -..一､､∴

_TI.;.:-y主5.35等2.2+7.83073(x-3.0912串).L I.0.49793

♪,〟 -diethoXy-PT∴ . -.100 0 -二1.- ･J.Ⅰ.y主4:29987+2:85101(x⊥2二71136)- ~′3.55132._
~ⅠⅠ.ty′ゴ5.60687+7.63498x-3.06953 0.00156 .

9･9･-DDT p-一品 (x-3･09074,.i

AP･Ji-ethyl-DT ♪-読 (x-3･016臥

I

9,9′-diethoxy-DT ♪-読 (x-2･伽 04)

･ここで L･ほ Gaddllrn,I)･HemmingsenCJなどのい

う正規相当偏差 n'6rma19quiva!enideviation,N.

i.'D.tや,I:bほ変換された正塊分布曲晩の標準偏益で;
ヽ

1ん にあたる｡そしてmは中央致死申立指数,すなわ

ち憐試昆虫の50%を死にいたらしめる裟畠の対数であ
≒ニ､

ち.TL',L･'Jimethyl-DT串よぴ3,,9㌧diethoxy-DT

のしめす回帰方程式亘Oを9,3･'-DDTのそれと比較

するとほとんど相ひとい て｡すなわちこれら3つの固

Tale4･.Absolutetoxicity_of'3',? I-DDT.

凋 執 t.押出誤差の範囲内で平行とみなすことが可他

である｡Bliss?Q方法によらてqにかんするが拭放.

をおこなってみるとその結果は,･

ノタ,i)'｣)DT-L･,9'-dimethyl-DT'

' J-√ -.挺 0.00105<3.841.

T,P'-DDT-♪li,I-diethloxy-I)T二一

zL-0.b4770<3.841

となり{n--1としたときの■p,の他tいづれも0.05

･より大きく大体平行とみなしえられる｡そi'Lゆk･これ.

らの比較は,お むゝね誤差の最小である'tみな引 L.ち

LD-50の点をも?てすればことたりる｡ 大沢 ･長沢

1わの捉案に●したが?て0次の点の絶対有効舵を計井

トてかかげると第4衣のごとくであa/O.

9,9'-dimethyl-pTLand9,L･'-diethoxy-pTtL)

pupaeofthecoTlPonhousc､mosquito(CuZexL'ipL'ens,Va'･Palte"sCoquillett)whichwas

computedfollo,Jirigtheformulationproposedby.OhsawaandNagasawa･ll,

､-.__



●,/
防 虫 科 学 節 16班

Tal)le6,Aもsolutetox王citiesof♪.P'-DDT an'd･タ,P'-I)DD toptJPaeOLthe,commoht

houserdosqtlito (CUTERL"'L,.'cnsvu･-♪atteuSCoquillett)､Yhich､vasc?mp.tztedfblloふingthc▲
LormulユーionporposcdhyOhsawaandN･1gaSaWa･･llJ ､

タ,〟-DDT ♪,P'TⅠ)DD,.:L

⊥ EL由 cne女ldf事etha1-aCtion'.bご…1/i .二 3.5tN)SDy' 二;-..3.57594

-Ⅰndck-ofo｢tも■orderle仙aldo去占.丸t-m-. 3.20020 2.43'271㌧
i

つぎーrP･♪･-DDT にたいする二♪･LIノdimethyl-⊥

D士 と L',L'･-dietthoxy-DTの相対有効虚.すなわ

ち中央当放eo-見/Xoを計罪するとつぎのごとぐな 1

る｡

タ,Ll'jlimethyl-DT IL1.･10788

1,,L･'Tdiethoxy-DT - 1･26099.

すなわち前述の処方における乳剤の形でもちいたとき

タ,b'-dimethyl-Dでは タ,P'-DDT より若干アカイ

エカの矧 こたいしてたかい蒔カをしめし. L･,P'Ji-

ethoxy-DT はそれよりもさらに若干たかいIii力をも

っているとlJいえられるO

っぎに 3'.P･-DDT't3',3',:DDD'の鋤 を比較

'Lてみよう｡ところでタ,P'-DDTlちおける佐渡皮の

部分にわたる回帰悦はタ,L･'-DDDのそれとほぼ平行

的な関係にある｡Ⅰiliss句の方法によってにかんする

が 拭験をおこなってみると

､タ,.b′-DDT･｣タ,3'･･DDD I,)_-0:00056<3.384 ～

となり,自由鼠 n--トで,Pパ王0･05より大きく両

者はあきちかに平行とみなし与る｡_それゆえ LDr50

の点における両者の比較はL･,L･'-DD.Tの高汲皮にわ

たる回屈塀より,低也皮の部分のこの同橋悦をわ て

した方が適当であるかもしれないOそこで妨3衣にし

.めした両者の回雨粒を中央位 m をあたえてかきなお

すとつぎのよう't=なる｡

I9,9′-PDT ′♪-義 (-x_-3･20026)

9,9･-DbD 拝 読 孟 (s｢2･43271)

′I

まえと両級 大沢 ･長沢の方法n)にし串がって0次の

I

点の絶対有効茨を未読すると約5衣のごとくなる｡

′

tこれよりL',9㌧DDTにたいする ♪.〟-DD'がの

相当有効嵐 すなわち中央当止を計井すると5･85549

となり, タ,P'-DDT よりはるかにたかい荘カをもっ

ていることがしられる｡

船架と比較してみるとと,L･,P'-DDT_と9,9'-DDpL

の助力についてはDomenjoz,.9)Miule).,9)Riemsch一

山 derL-) らによって検討されてい る如.一般に
ヽ .

1. I I

i,d -bDDの効力はれL･':DDTと同程度か又はやや -

おとつているとも.._う結果をえている0号を,1･;bErpP I

T.とP,L･'-d.im占hyト｡T と如 ヒ較した場合,一般

に L･,?I-DDTの方がかTZr吐 く氷た効力を有してい

るOそして P.♪-DDT と9,9'-dieth-ox夕こDT との

比較は Prill･ら.1!,13〉沢田ら 8_'によりおこなわれ[--ヽL

ている,那.●致帯下佃軽の効力は P,t･'-diethoxy-Dil･･
がすぐれ.ているが.致死効力は大体同位虻の威力を有 -

している｡~以上の結果から考えて Z･,b'-I)DT は他.･

の三種の化合物に比して何程姥かまたはすぐれた効力

をもつべきである't考みられるbしかしながら十方D

DTは OutexLLn'pl'C1ZS.の矧 こたいしては他の昆虫の

場合とことなO.あまり視力な効果を布しないことが /

GinsburgS)によって稚JHされている｡他の3qlの化

合物のカ折の矧 こたいする効力に関してほいまのとこ ~

ろ文献が見あたら転い｡今岡の実験では L･,P'-DDT

の効果が他の3校の化合物に比しておとる結果 をえ

で,他の昆虫にたいする現在までの知見とは若干相藩

しているが,.元来DDTにたいLC〝tcxi,ipie'nsの柄

が温い抵抗性を有することは上述あとおりであるから

と にゝしめしたような枯Aiをえたものと考えられる｡･･-
VI 璃 ･要 一

ア′カイ主力の矧 こたいすを?,･3･:':DDT'とそゐ近秩
化合物で&/るL･,i･′_idi血ethyl-Dtl.IL･･L･'･Jiethoxy-

I)T およ甲 如 ′-DDP の毒力を乱由LQ)形掛 こ如 i

七使用し比較したところ;L･;:p'Ldimcthy1.-I)T't',L''

-dietho･yy･DT および ♪,t''-I?DD は LD-SOの

点においてそれぞれ♪.〟-DDTの約 1.ll,1.26およ

び 5.86倍の招力を有する七とをしった｡
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1幽
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Rdsum6

Thetoxicityof♪,〟-dimethyl-DT,♂,〟-dト

/ ethoxy-DTandタ,p'-,ODD (Ta7'lel)topllpae

ofthecommonhouse.mosquito(CuZexplpz-ensvarJ
palZensCog.)When,appliedinwatererrlulsion

LWereCOmParedwith thatofタ.L･'=DDT.The
I lヽ

resllltsleadtotheconclusionthat♪,〟 -dime-

thyl二/DT,LIlL)′一diethoxy-DT andpIP･-ODD I

areca.1.ll,1.26もnd5.86timesastoxicasL',L･′- .

DDTattileLD-50,respectil,ely･

･SttldiesonSynergistforlnsecticidcsV･OhtheCon9ePtration.ofEgonolbythe∫
一･Solven七･Extrait)'on'HiromichiMATSUBARA(Dept-pfAgr･Chem･･FaculLtyOf71gr･･
.G机 UniversityaridTakeiLab6ratory,InstituteLotChemicalRes6areh,､Ky6toUni-V-

ersity)lくeとeivedNov'･,29･19戸L･･Botbu-Kagahu16,190,1951.I(withEngl*hr官主umd
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tl'Jはl'に放て著者はエ叶的中の干ナノ｢ルが分子東

田に串り原油の9値 に恐縮されるのを報瞥したが,共

の際エゴ/-ルは初潮に共の大部分が河出し,エゴ油

由 三成分,7:･ある iiiolein と講釈塩壁がかな り来 る

馬愉蛇によるエコ･パ ルの選択抽出が可随の撰.こ恩は

極 から,卦 こ各種溶媒による非の抽出を研究したと
ころ,methanol及び9J% aietoneが抽出御 荘とし

て抵当であり.柑 こ 払ethanolによって全土3･′-I

･Lの55宣6轡 切 出StL･･も融 桝 ゐ誓 /'-,Lが駄

的の5･3倍に恐縮される蔀を早uしたので此処に報4Fl--

する｡一､
,油脂現中から溶媒によ′り特殊成分を遥抗抽出する所 l

悶 solvとnttext,raclionに関する研好 ,は近年各国で

多く行l封t.て居り,･特に米国では胡麻油中の有効成分

･T,あるTsesaminを溶射由出により恐縮すさ方法に就

てゐ特許3)も二三とられてゐる｡

･･･ ･尭ー 一敗 ∴

I.各種溶媒による抽出試験

紙料のエゴ油は昭和?A年鳥取県窪の抜手を圧搾 拍々-､

したもので,共の一般性状は攻の通りであるOI

･ 比 証 / 屈折率 ■. 1酸 1両̀ 鹸化価 .

L･d警〒o･9277 T nL9-ユ･4793 4･6､-19L4･8
沃素価 (wijs) ェ三ソ ール(%)

.･94･1.､ -3･甲
抽出実験装hlLEi抹約 10とC.容の自製小型分液漏斗に冷

却誰酬 寸したもので,比の叫こ試験的を､0･5r l･Occ

' 1叩 ' ,
l

/~ヽ l

入れ･史に一定容丑の各班堺雄を加1-定in度のfrl氾

相中で約5時間朕近し,後 3-4時間静配し.下暦の

油層を抜き出し上厨の満媒を7デスコに採り満城を班

圧で潮去し抽出丑を求め,.更に之を酒精加盟で鹸化し

液体抽出怨で30時間エーテルを糊ひエ=//二ルを抽u

L･菅野 )の考案した比色宅造法によっや千でノ.-,†
を測定した｡

エゴ油はiso:propylalc'ohol{n-butylalcohol,

isoTbutyl'alcohdIl考び .'号O-amylalFOhoiには/
常温で,acetoneには400..,._ah/S(?lute.?lcoholに

tまQ6?で夫 完々全に搭解すも69を認めた｡ 又水と完1.

全lS混合する桁蝶で含水の場合はェゴ油と共の此Fiが●

近くなれば分液が則雄である都が観察され たので,

此処では.methanol∴ab去oldte,aJcihol,I90% ac-

et?n.e及び Lurfurol.の4位の桁蝶を 干す的の2倍

払 油 管各種温弊 抽出緬 を行って如 炎の様な軸
共を得た｡ J
約1表の総和 子らェぎ油から三ゴ′｣ルを恐惇な状

態締 出T･alこは堺一溶媒や場合は m車 示olで 40
-600,90% acet(-ne.では40-500の抽Ellが泊当で,～
工業化の観点からは りethanol･,が位もよい技に恩は

すLるO .i

佃 一般に袖山温乾の上 井 に つ叶て抽出物巾の千で/

-ルの含故は位か滅少し･.エゴノー-ルe)抽出率は相加
するのが誼められる｡, I

ImetharH'.1及び i90% a_cet甲?抽出に於で叔謁況
′一

＼
. ′

､ .


